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本日が、通常例会の最後となり、6 月 25 日、最

終夜間例会を残すだけとなりました。改めて、会

報を見て、今年度の活動、出来事を再確認したと

ころです。 
第一例会に、鈴木寿幸君―鈴木邦昭君の入会式

があり、その後 8 月に江﨑春樹君、9 月 29 日には

池谷範男さんの後任に畑君が、そして先週は、中

森君が入会し会員増強を達成できた年度となりま

した。 
9 月からは、小杉苑が新装したのですが、それ

に伴い、料金がアップし、移動例会をスタートい

たしました。その一環として、9 月 22 日には、中

電浜岡原発を視察、鈴木君には大変お世話になり

ました。 
10 月 8 日には、第 5 分区の親睦ゴルフ大会が開

催、実行委員の皆様には朝、早くよりご苦労をお

かけいたしました。11 月 8 日には、ヤンジュより

ロータリアンの皆様が、藤枝市を訪問、親睦ゴル

フと歓迎会を開催いたしました。藤枝ロータリー

クラブとしては、非公式訪問でしたので、おもて

なしが殆ど出来なく、今もって心苦しく思ってい

ます。 
3 月 6 日には、IM を開催、盛会裏に終了した事

は、皆様ご承知の通りです。4 月 13 日には、創立

記念夜間例会をグランドティアラ様で開催、それ

がご縁で中森君が入会して頂きました。 
4 月より、米山記念奨学生ダスプロタープ君を

受け入れ、又 5 月にはロータリー財団奨学生候補

に谷口ジョイさんが合格し大変楽しみです。 

いずれにしても、酒向幹事―各委員長、リーダ

ーの皆様、そして会員全員の皆様のご協力があっ

ての一年間と、深く感謝申し上げます。次年度、

青島彰会長、大塚幹事のご活躍をご祈念申し上げ

会長報告と致します。 

■ 幹 事 報 告                酒向 謙次君 
• エレクト事務所より、第２回「富士山・絆の日」

のご案内が届いております。 

• 浜松東 RC および伊藤 RC より活動報告が届いて

おります。 

• （財）ロータリー米山記念奨学会より、ハイラ

イトよねやま 135 号が届いております。 

• ガバナー事務所より、今年度の寄付の締め切り

についてご案内が届いております。 

• ガバナー事務所より、認証を受けた寄付者数の

お知らせが届いております。 

• ガバナー事務所より、国際ロータリーのポリオ

撲滅活動に向けたチャレンジの進捗状況が届い

ております。 

• ガバナー事務所より、年次プログラム基金 寄付

のご協力依頼が届いております。また、2010 年

7/1～2011 年 4/30 の期間における会員一人当た

りの寄付額の全世界トップ 10 のお知らせが届

いております。 

• ガバナー事務所より、東日本義援金の集計報告

と締め切りについてご案内が届いております。 

• 藤枝市暴力追放推進協議会より、「藤枝市暴力

追放だより№4」が届いております。 
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■ 出 席 報 告             竹田 勲君   
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

36／42 85.71％ 34／43 79.07％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○畑君 江﨑晴君 落合君 酒井君 

鈴木舜君 竹田君 

(２)メークアップ者 

河井宏文君（藤枝南）  

松葉義之君（会員増強・維持セミナー） 

大塚博巳君（会員増強・維持セミナー） 

森下敏顯君（インターアクト小委員会） 

■ 会員増強セミナー報告     松葉 義之君                  

６月１２日（日）沼津東急ホテルにて開催 

              （12：50～16：10） 

次期幹事 大塚博巳君（会長代理）と参加 

１７０余名出席 

積 惟貞次年度ガバナー、笠井 永郷次年度委員長

挨拶 

会員の維持・増強はロータリー活動にとって重

要な意味を持ち、且つ喫緊の課題である。この

事から本年は会長と共に取り組む事とした。ク

ラブにおいても会長が先頭に立って増強志向を、

そして会員一人一人が増強を！と強く話されま

した。 

講演①  

ＲＩコーディネーター・岩国西ＲＣ 西村 栄時氏 

『真の会員増強を目指して』 

目下入会を上回る退会。世界 200 カ国、会員 123

万、日本は 1996 年には 13 万人超、それが 2011

年初 90,564 人、この６月末には 90,000 人を割

ると思われる危機時 

原因、景気の後退、地方の疲弊に加えて、会員の

ロータリー理解不足、拡大時の理念軽視がある。 

真の理念追求、例会重視、地域から重視される奉

仕活動等見直しも大事。 

●入会３年未満の退会者が多い“良い体験がない、

むしろ悪い印象が多い”などから「新会員を退会

させない」為に入会時のオリエンテーション、フ

ォロー、声かけを 

「真のロータリアンを多く育てる為に」不安の 

超我の奉仕、奉仕の理念、職業奉仕の精神の上に

例会重視した温かいクラブ造りをして、ロータリ

ールネッサンス（再構築）を計ろう。 

講演② 

2720 地区（熊本・大分） 

会員増強リーダー 伊藤秀雄氏 

『入会促進現実論』ブランドの再確認を！ 

“入れてもらった”と“入ってあげた”の違いを

理解する。ロータリーを体験する会、例会や同好

会に誘う等。結果“入れてください”の心境をつ

くり最後に入会を話す。 

“入ってくれ”とは云わない。≪誇りある増強≫

をしよう！ 

地区Ｎｏ.1 ステータスの団体にかえる！との自

覚を、そして全員自身が変われ！ 

グループ討議 

参加者が各テーブル毎（16 組）にて行う。星野次

期Ｇ補佐（山梨大月ＲＣ）の司会で行う。 

各クラブ毎、入会見込み者の通知、活動への参加

や体験等の報告。特に浜松パワーＲＣ（現 83 名）

100 名増加計画には驚きました。 

セミナーを通じて『ロータリー理念をもう一度

自覚』し『奉仕の活動をしっかり知ってもらうべ

く広報を充実』、さらに『楽しいロータリー』を続

けて行く事が大切で、それこそが“入って一緒に

活動してみたい、いっしょに楽しみたい”の心も

ちを生み≪入れて下さい≫に繋がって行くものと

良く理解しました。今後の増強委員会の活動に生

かしたいと思います。 

 

●３人の会員が退会となりました● 

 

 

鈴木 寿幸君 
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鈴木 勝弘君 

 

 

 

 

 

酒向 謙次君 

 

 

 

■ 全 体 会 議               

実行委員長   青島 克郎君 

４０周年記念事業について話合いをしました。 

◎ 冠 講 座           第５回 （６月７日）                     

｢医薬品（飲み薬）の生産現場を見てみよう｣ 

酒井 康行君 

【工場見学】 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
｢ロータリークラブ事務局としての想い出｣ 

                           
 平成１０年１月

１４（水）から事務

局としてお世話に

なりました。最初の

３ヶ月は研修期間

として例会のみ出

席致しました。最初のお仕事は会員の皆様のお名

前と顔を覚える事でした。当時、藤枝ＲＣが５４

名・藤枝南ＲＣが５８名両クラブで１１２名の会

員の皆様を覚える為、会員名簿の手帳に似顔絵を

書き覚えました。 
同年４月より岡出山にロータリークラブ事務所

を開設して頂ましたが、平成１４年に現在の事務

所、東興開発様の会社に引越しさせて頂ました。

青島社長・奥様・従業員の小林様、加藤様には大

変お世話になり、楽しくお仕事させて頂ました。

感謝しております。 
 昨年１１月に体調を崩してしまい１人で２クラ

ブのお仕事が不安に思い、会長にお願いをして退

職を希望致しました。１３年半辛い事もありまし

たが、会員の皆様の温かい言葉・励ましの言葉を

頂きここまで頑張る事が出来ました。 
お礼を申し上げ最後のご挨拶とさせていただき

ます。長い間、有難うございました。 
事務局 柴 千栄子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（担当／河井君） 


